
ー 107 ー

岩手県立大学盛岡短期大学部研究論集第 17号 
Bulletin of Morioka Junior College Iwate Prefectural University, No.17 

107-112，March 2015 

- 1- 

 
*岩手県立大学盛岡短期大学部国際文化学科  

 
1 はじめに 
 

2014 年 10 月 12 日に、台湾国立政治大学台湾原住民族

研究センター（臺灣國立政治大學原住民族研究中心）主催の

第7回日台原住民族研究フォーラム（台日原住民研究論壇）が

台北の台湾国立政治大学行政大楼で開催された。学術研究のフ

ォーラムなので、多くは大学の研究者や大学院学生、地方で研

究をしている教育関係者などが参加していた。ここでアンケー

ト調査に協力してもらった。29名から回答を得た。 
台湾の人類学会では、明治の初期に、台湾にわたり、台湾総

督府の命を受け、人類学的調査に従事し、多くの記録を残した

伊能嘉矩は有名である。今回は文化人類学関係のフォーラムで

のアンケートをお願いしたが、台湾の人類学で認知度が高い伊

能嘉矩について、岩手県遠野の出身者であることが知られてい

る。政治大学原住民族研究センターでは、かつて遠野市立博物

館などで伊能関連の資料調査をおこなったこともある。そのと

き岩手県以外でも東北各地で資料収集をおこなっている。した

がって、岩手県や東北についての認知度が高く、滞在経験のあ

る人たちが、回答者に含まれていることを指摘しておく。 
本アンケートは、岩手県県土整備部空港課・観光課等の協働

のもと作成された。 
 
2 アンケート結果 
 
以下に質問とその回答結果を記す。 
 
質問１ 居住地 

台北市 18 名、新北市  6 名 
桃園市、台中市、台東市、基隆市、花蓮県、各 1 名 

 
質問 2 性別 

男性 12 名、 
女性 17 名 

 
質問 3 年齢 

(1)20 歳未満  2 名 
(2)20-29 歳 6 名 
(3)30-39 歳    8 名 
(4)40-49 歳    5 名 
(5)50-59 歳    5 名 
(6)60 歳以上   3 名 

 
質問 4 職業 

(1)会社員                       2名 
(2)会社経営者                     0名 
(3)個人経営者                    1名 
(4)公務員                     2名 
(5)専門家(弁護士、大学教員など) 12名 
(6)主婦                           1名 
(7)アルバイト                     0名 
(8)学生                          7名 
(9)無職                         0名 
(10)その他（退職）                 3名 

無回答                        1名            
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--岩手県の観光業者を対象とした台湾人観光客受入体勢アンケート調査結果-- 

 

 

かった。その他として、税関で問題とならないように土

産品に気を使っているところや、宗教等による食事制限

の有無をきくなどの対策をとっている観光業者もみられ

た。 
 
質問 6 により、観光客の受け入れとして 特に料理温

度や品数、食事で食べられないものの有無を聞くなどの

対応をしているところがあることがわかった。 
台湾から観光に来た旅行社へのアンケート調査でも、料

理が冷たいことへの不満があることがわかった（原

2015a：94）。今回の回答で、料理の温度管理をおこなっ

ていると回答した業者がみられ、こうした対応は好まし

いと思われる。 
その他、台湾では、仏教の信者など、肉類、魚類を食べ

ない場合がある。台湾では、そうした人たちを対象とし

た精進料理の店が、一般にも広く普及している。台湾と

日本を往復する飛行機などでも、そうした精進料理の準

備をしている会社もある。そうしたところから、食事制

限についてたずねる気づかいは、当事者にとって非常に

助かるものと思われる。 
また、税関で問題とならないように土産物を気づかって

いる観光業者もみられるが、海外からの観光客へのこう

した細かい配慮は、高く評価できよう。 
海外観光客受け入れには、言語の問題があるが、社員へ

の中国語講座への費用を助成しているところもみられ、

海外観光客受け入れの前向きの姿勢がうかがえた。 
 
4. おわりに――岩手県への提言―― 

 
以上、岩手県の観光業者を対象としたアンケート調査をおこ

ない、貴重な意見をいただくことができた。本調査をおこなう

にあたって、岩手県で把握している台湾と関係の深い観光業者

を教えてもらい、そこへアンケート調査を送って回答してもら

うという方法を採用した。 
今回の協働調査をとおして、県で把握している台湾とかかわ

りの深い観光業者と、それぞれの市町村で台湾とつながりをも

っている観光業者が違うことがわかってきた。それぞれが独自

に台湾の観光業者とつながりをもっており、そのつながりが、

大切にされている。 
同種業者にとって、それぞれがもっている情報は、お互いに

牽制する部分があるのはある意味当然であろう。しかし、岩手

県全体の観光業者の取り組みとして、共通のデータを共有する

ことで、岩手県としてのイメージアップに努める必要があるの

ではないかと、今回の協働調査を通じて感じた。 
今回は台湾から来る観光客を主たる調査対象にしたが、中国

から来る観光客、韓国から来る観光客など、海外からの観光客

全般に応用できる部分、個別に対応すべき部分を共有の情報と

することで、岩手県全体の観光客受入体制をよりよいものに発

展させる可能性がある。 
さらには、これらの共有情報は、文字化することで、いつで

も確認できる体制をとる必要があろう。また、常に更新してい

く必要もあろう。 
今回おこなった調査とその報告が、岩手県観光業の情報化共

有のための一助になればと思う。 
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質問 5 この 5 年間での海外旅行の回数 
(1)1 回  8 名 
(2)2-3 回  10 名 
(3)4-9 回  4 名 
(4)10 回以上   4 名 
(5)この 5 年間はない  3 名 

 
質問 6 日本への渡航回数 

(1)1 回 4 名 
(2)2-3 回 9 名 
(3)4-9 回 7 名 
(4)10 回以上  3 名 
(5)以前住んでいた   1 名 

 
質問 7 日本へ行った最近の年 

(1)2014 年 11 名 
(2)2013 年 5 名 
(3)2012 年 1 名  
(4)2011 年 2 名 
(5)2010 年以前 6 名 
(6)行ったことがない 4 名 

 
質問 8 旅行情報獲得手段（複数回答可） 

(1)テレビ 10 名 
(2)新聞 8 名 
(3)インターネット  22 名 
(4)その他                  7 名 

その他としては、友人、旅行雑誌、本、広告, 
フェイス・ブックという回答がみられた。 
 
質問 9 日本で行ったことがある地域と行きたい地域 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

質問 10 日本への旅行で使用した空港 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

16 その他で記述されていた空港名は次のようであっ

た。 
入国時 岡山、小松、高松、宮崎、石垣 
出国時 岡山、小松、長崎、石垣 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1 日本で行ったことがある地域と行きたい地域 

   
行ったことが

ある（人）

行ってみた

い（人）

1 北海道  9 11 

2 東北 （青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島、新潟） 8 10 

3 北関東 （茨城、栃木（日光、群馬）） 6 8 

4 首都圏 （埼玉、千葉、東京、神奈川（横浜）） 17 8 

5 北陸 （富山（立山）、石川、福井） 2 5 

6 甲信越 （長野、山梨） 4 6 

7 東海・中京 （岐阜、静岡、愛知（名古屋）、三重） 7 9 

8 近畿 （滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山） 14 8 

9 中国 （鳥取、島根、岡山、広島、山口） 4 8 

10 四国 （徳島、香川、愛媛、高知） 5 7 

11 九州 （福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島） 6 12 

12 沖縄  10 11 

 
 
 
 
 
 

表2 日本への旅行で使用した空港

 
 入国時 出国時 

1 新千歳空港 10 7 

2 函館空港 2 3 

3 青森空港 1 1 

4 秋田空港 1 1 

5 いわて花巻空港 0 0 

6 山形空港 0 0 

7 仙台空港 3 2 

8 福島空港 0 0 

9 成田空港 13 13 

10 羽田空港 11 10 

11 中部国際空港 2 3 

12 関西空港 10 7 

13 広島空港 1 1 

14 福岡空港 5 3 

15 那覇空港 9 8 

16 その他 
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その他としてあげられていた回答は以下のようである。 

・寺院・神社 
・日本と台湾に関係する研究者の故郷 

 
質問 12 あなたは岩手県に行ったことがありますか。 
(1)行ったことがある。 8 名 
(2)行ったことがない。 16 名 
 
質問 13 あなたは日本の東北地方に行ったことがあり

ますか。 
(1)行ったことがある。  9 名 
(2)行ったことがない。  15 名 
 
質問 14 日本の東北地方に行ったことがない方へ東北

地方の旅行に関する質問です。 
14-1 日本の東北地方を知っていますか。 

(1)知らない 3 名 
(2)聞いたことがある 2 名 
(3)知っている 7 名 

 
14-2 岩手県を知っていますか。 
(1)知らない 2 名 
(2)聞いたことがある 2 名 
(3)知っている 8 名 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
14-3 飛行機の便が少ないので不便だ。 

(1)そうだ 6 名 
(2)なんともいえない 7 名 
(3)ちがう 2 名 
 

14-4 東北地方への旅行団は費用が高い。 
(1)そうだ 7 名 
(2)なんともいえない 6 名 
(3)ちがう 3 名 
 
14-5 魅力的な観光資源が少ない。 
(1)そうだ 4 名 
(2)なんともいえない 6 名 
(3)ちがう 5 名 
 
14-6 台湾メディアでの紹介が少ない。 
(1)そうだ 11 名 
(2)なんともいえない 3 名 
(3)ちがう 2 名 
 
14-7 行った人があまりよくないといっていた。 
(1)そうだ 1 名 
(2)なんともいえない 4 名 
(3)ちがう 9 名 
 
 

表3 興味のある旅行体験 

 観光内容 
とても興

味がある 
まあまあ

興味がある 
どちらとも

いえない 
あまり興

味がない 
まったく

興味がない 
無回答

1 歴史文化体験 23 1 0 0 0 5 

2 自然 18 4 0 0 0 7 

3 祭り 17 3 0 0 0 9 

4 世界遺産 21 2 0 0 0 6 

5 温泉 15 3 1 1 0 9 

6 郷土料理 14 4 2 1 0 8 

7 町の散歩、都市観光＊ 15 5 1 0 0 9 

8 郷土芸能体験 11 7 3 0 0 8 

9 伝統工芸品体験＊ 12 7 3 0 0 8 

10 買い物 9 6 3 1 0 10 

11 雪体験、冬のリゾート＊ 8 4 2 4 1 11 

12 
テーマパーク

（ユニバーサルスタジオジャ

パン、ディズニーランド） 
7 2 4 4 1 11 

（＊複数回答あり） 

質問 11 日本を旅行したとき、どのような観光地に行きましたか。あるいは日本旅行をするときはどのような旅行

体験にどの程度関心がありますか。 
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質問 5 この 5 年間での海外旅行の回数 
(1)1 回  8 名 
(2)2-3 回  10 名 
(3)4-9 回  4 名 
(4)10 回以上   4 名 
(5)この 5 年間はない  3 名 

 
質問 6 日本への渡航回数 

(1)1 回 4 名 
(2)2-3 回 9 名 
(3)4-9 回 7 名 
(4)10 回以上  3 名 
(5)以前住んでいた   1 名 

 
質問 7 日本へ行った最近の年 

(1)2014 年 11 名 
(2)2013 年 5 名 
(3)2012 年 1 名  
(4)2011 年 2 名 
(5)2010 年以前 6 名 
(6)行ったことがない 4 名 

 
質問 8 旅行情報獲得手段（複数回答可） 

(1)テレビ 10 名 
(2)新聞 8 名 
(3)インターネット  22 名 
(4)その他                  7 名 

その他としては、友人、旅行雑誌、本、広告, 
フェイス・ブックという回答がみられた。 
 
質問 9 日本で行ったことがある地域と行きたい地域 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

質問 10 日本への旅行で使用した空港 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

16 その他で記述されていた空港名は次のようであっ

た。 
入国時 岡山、小松、高松、宮崎、石垣 
出国時 岡山、小松、長崎、石垣 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1 日本で行ったことがある地域と行きたい地域 

   
行ったことが

ある（人）

行ってみた

い（人）

1 北海道  9 11 

2 東北 （青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島、新潟） 8 10 

3 北関東 （茨城、栃木（日光、群馬）） 6 8 

4 首都圏 （埼玉、千葉、東京、神奈川（横浜）） 17 8 

5 北陸 （富山（立山）、石川、福井） 2 5 

6 甲信越 （長野、山梨） 4 6 

7 東海・中京 （岐阜、静岡、愛知（名古屋）、三重） 7 9 

8 近畿 （滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山） 14 8 

9 中国 （鳥取、島根、岡山、広島、山口） 4 8 

10 四国 （徳島、香川、愛媛、高知） 5 7 

11 九州 （福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島） 6 12 

12 沖縄  10 11 

 
 
 
 
 
 

表2 日本への旅行で使用した空港

 
 入国時 出国時 

1 新千歳空港 10 7 

2 函館空港 2 3 

3 青森空港 1 1 

4 秋田空港 1 1 

5 いわて花巻空港 0 0 

6 山形空港 0 0 

7 仙台空港 3 2 

8 福島空港 0 0 

9 成田空港 13 13 

10 羽田空港 11 10 

11 中部国際空港 2 3 

12 関西空港 10 7 

13 広島空港 1 1 

14 福岡空港 5 3 

15 那覇空港 9 8 

16 その他 
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14-8 東北地方にいかないのは日本のそのほかの地域

がもっと魅力的だから。 
(1)そうだ 6 名 
(2)なんともいえない 6 名 
(3)ちがう 3 名 
 
14-9 (冬の)気候がとても悪い印象がある。 
(1)そうだ 2 名 
(2)なんともいえない 5 名 
(3)ちがう 6 名 
 
14-10 特に理由はない。 

(1)そうだ 6 名 
(2)なんともいえない 6 名 
(3)ちがう 3 名 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
質問 15 あなたが知っている東北地方の観光地と興味について 

表4 あなたが知っている東北地方の観光地と興味

  
行った

こと

がある

行ったことがない

が聞いたことが

あり行きたい

名前を聞

いたこと

がある

知らないし

興味がない
無回答

1 青森（ねぶた祭りなど） 1 12 11 1 4 

2 弘前（桜祭り） 0 10 9 2 9 

3 十和田湖・奥入瀬渓谷 2 8 3 7 9 

4 白神山地（世界遺産） 1 9 9 3 7 

5 盛岡（さんさ踊り、南部鉄器、わんこそば） 5 4 8 5 7 

6 小岩井農場 3 4 7 5 10 

7 花巻（花巻温泉、宮沢賢治記念館） 3 8 8 4 6 

8 北上（展勝地の桜祭り） 0 8 5 5 11 

9 猊鼻渓の舟下り、厳美渓 2 7 7 4 9 

10 平泉（世界文化遺産） 1 8 7 5 8 

11 遠野（とおのふるさと村）＊ 6 7 6 5 6 

12 浄土ヶ浜（陸中海岸国立公園） 0 9 6 5 9 

13 八幡平（国立公園） 0 8 6 5 10 

14 龍泉洞（日本三大鍾乳洞） 1 7 7 4 10 

15 久慈（NHK朝の連続テレビ小説「あまちゃん」） 0 10 8 2 9 

16 秋田（竿灯祭り） 0 13 6 1 9 

17 田沢湖・角館（桜、武家屋敷） 1 11 6 3 8 

18 松島 3 9 5 4 8 

19 仙台市 5 12 7 2 3 

     
（＊複数回答あり） 
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質問17 これまでお尋ねしてきた項目の内容以外で、あなたが

日本の東北地方や岩手県にどのような印象を持っているのか教

えてください。 
・景色がきれい。 
・冬の景色が美しい。 
・雪 
・寒い 
・食べ物がおいしい。 
・青森のりんごは甘い。 
・歴史的な場所が多い。たとえば後藤新平の故郷。 
・人が優しい。 
・台湾人にやさしい。 
・歴史と文化に見るべきものが多く、学ぶべきことが多い。

特に世界遺産をみてみたい。 
・李登輝元台湾総統が、奥の細道訪問で旅をした所。 
・郷里の医者の大部分が岩手医専（戦前の岩手医学専門

学校、現在の岩手医科大学）の出身でした。とても親

切な医師たちでした1。 
・伊能嘉矩の故郷です。遠野博物館。 
・「壬生義士伝」の映画が好きです。男性の役が岩手の

人です。 
・岩手県という名前を初めて聞きました。 
・岩手県のことをよく知りません。東北地方では仙台市

と塩釜市に行きたいと思っています。 
 

3 アンケート結果について 
 
・質問 1 居住地については、学術フォーラムが開催され

                                                           
1 （ ）内は筆者が説明のために書き加えた。 

た台北市が 18 名で 6 割以上、台北近隣の新北市で 2 割以

上であった。 
・質問 2 では、男性が 4 割、女性が 6 割ほどであった。 
・質問 3 の年齢層も 20 代から 50 代とそれぞれの層に散

らばったが、20 歳未満と 60 歳以上がやや少なかった。 
・質問 4 より、アンケートをおこなったのが、学術フォ

ーラムだったため、大学教員や学生が多かった。 
・質問 5 ではこの 5 年間の海外旅行の回数を聞いた。2-3
回というのがもっとも多かった。また、海外旅行をして

いないものは 3 名と 1 割ほどで、9 割は海外旅行にいって

いる。 
・質問 6 の日本への渡航回数であるが、2-3 回がもっとも

多く 9 名で 31％、4-9 回は 7 名で 24％。10 回以上という

者も 3 名 10％いた。また住んでいたという者も 1 名見ら

れた。 
・質問 7 の日本へ行った年を聞いたが、今年がもっとも

多く 11 名。2010 年以前という者も 6 名おり 21％であっ

た。また行ったことがない者は 4 名 14％であった。 
・質問 8 旅行情報をどこから得るのか、という問いでは、

インターネットがもっとも多く 22 名で全体の 76％は、

インターネットで情報を得ている。またテレビという者

も 10 名で 34％であった。その他のフェイスブックとい

う答えも見られ、全体にインターネットによる情報を取

得しているのがわかる。 
・質問 9 の日本で行ったことがある地域の質問は、もっ

とも多かったのが首都圏の 17 名、次いで近畿の 14 名、3
位が沖縄の 10 名、それに北海道の 9 名、東北の 8 名と続

く。いずれもアンケートをおこなった対象が、大学で研

究をおこなっている研究者が多かったので、研究関係の

来日が大きなウエイトを占めているのではないかと推測

質問16 今後、もし「日本の東北地方」へ旅行するとしたら、どのような旅行に興味がありますか。すべてを教えてください。 
 

表5 日本の東北地方への旅行の興味と程度 

 観光内容 
とても興

味がある 
まあまあ

興味がある 
どちらとも

いえない 
あまり興

味がない 
まったく

興味がない 
無回答

1 歴史文化体験 23 1 1 0 0 4 

2 自然 18 4 2 0 0 5 

3 祭り 19 4 1 0 0 5 

4 世界遺産 22 4 1 0 0 2 

5 温泉 19 4 2 0 0 4 

6 郷土料理 17 5 2 0 0 5 

7 町の散歩、都市観光 19 6 0 0 0 4 

8 郷土芸能体験 13 9 1 0 0 6 

9 伝統工芸品体験 14 9 2 0 0 4 

10 買い物 12 5 4 2 0 6 

11 雪体験、冬のリゾート 10 6 5 1 1 6 
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14-8 東北地方にいかないのは日本のそのほかの地域

がもっと魅力的だから。 
(1)そうだ 6 名 
(2)なんともいえない 6 名 
(3)ちがう 3 名 
 
14-9 (冬の)気候がとても悪い印象がある。 
(1)そうだ 2 名 
(2)なんともいえない 5 名 
(3)ちがう 6 名 
 
14-10 特に理由はない。 

(1)そうだ 6 名 
(2)なんともいえない 6 名 
(3)ちがう 3 名 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
質問 15 あなたが知っている東北地方の観光地と興味について 

表4 あなたが知っている東北地方の観光地と興味

  
行った

こと

がある

行ったことがない

が聞いたことが

あり行きたい

名前を聞

いたこと

がある

知らないし

興味がない
無回答

1 青森（ねぶた祭りなど） 1 12 11 1 4 

2 弘前（桜祭り） 0 10 9 2 9 

3 十和田湖・奥入瀬渓谷 2 8 3 7 9 

4 白神山地（世界遺産） 1 9 9 3 7 

5 盛岡（さんさ踊り、南部鉄器、わんこそば） 5 4 8 5 7 

6 小岩井農場 3 4 7 5 10 

7 花巻（花巻温泉、宮沢賢治記念館） 3 8 8 4 6 

8 北上（展勝地の桜祭り） 0 8 5 5 11 

9 猊鼻渓の舟下り、厳美渓 2 7 7 4 9 

10 平泉（世界文化遺産） 1 8 7 5 8 

11 遠野（とおのふるさと村）＊ 6 7 6 5 6 

12 浄土ヶ浜（陸中海岸国立公園） 0 9 6 5 9 

13 八幡平（国立公園） 0 8 6 5 10 

14 龍泉洞（日本三大鍾乳洞） 1 7 7 4 10 

15 久慈（NHK朝の連続テレビ小説「あまちゃん」） 0 10 8 2 9 

16 秋田（竿灯祭り） 0 13 6 1 9 

17 田沢湖・角館（桜、武家屋敷） 1 11 6 3 8 

18 松島 3 9 5 4 8 

19 仙台市 5 12 7 2 3 

     
（＊複数回答あり） 
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される。行ってみたい地域は、九州、北海道、沖縄につ

いて、東北は 4 位であった。 
・質問 10 日本へ行ったことのある地域を質問 9 でおこ

ない、東北地方へ行ったことがある者が 8 名あった。一

方、日本への旅行で東北地方の空港を利用した者は、仙

台空港、青森空港、秋田空港においてみられた。この人

数を比べると、東北地方旅行経験者の数が、東北地方の

空港利用者の数を上回っており、東北以外の地域にある

空港を利用して、東北地方にはいっていることが推測さ

れる。表 2 から入国時と出国時の空港利用は必ずしも同

じではないことがわかる。 
・質問 11 では、アンケート調査をおこなった人たちの専

門性と関連するとおもわれるが、歴史文化体験、世界遺

産などへの関心の高さがみられた。反対に関心が低かっ

た項目は雪体験、冬のリゾートやテーマパーク、買い物

であった。 
・質問 12 では、岩手県に行ったことがある者が 8 名、行

ったことがない者が 16 名であった。 
・質問 13 では東北地方に行ったことがある者 9 名、行っ

たことがない者 15 名であった。 
・質問 14 は東北地方に行ったことがない者への質問であ

る。東北地方を知らなかったのは、12 名中 3 名、岩手県

を知らなかったのは 12 名中 2 名で、ここでは東北地方よ

り岩手県が知られていた。前述したように、台湾の文化

人類学の草創期に岩手県の人類学者が活躍したことが関

係していると思われる。 
・質問 14-6 で、台湾でのメディアの紹介が少ないと答え

た者は 16 名中 11 名であった。チャーター便旅行者を対

象としたアンケートでも、もっと岩手県を宣伝してよい

という意見が書かれていた（原 2015a：94）。また、岩

手在住の台湾人留学生からは、具体的に、宮沢賢治記念

館や童話村はおもしろかったが、台湾で宮沢賢治を知っ

ている人は多くないという意見がだされている。こうし

たことをあわせて、台湾メディアへの岩手県や東北地方

の紹介をもっと検討すべきだと思われる（原 2015b：100）。 
・質問 14-9 で、（冬の）気候の悪い印象があるについて

は、ちがうが 6 名であった。観光業者から、台湾からの

観光客は雪を見ると喜ぶという意見も出されているので、

冬を活用した宣伝をもっと行ってもよいと思われる。 
・質問 15 で、知っている東北地方の観光地と興味の程度

をたずねた。19 あげた項目の中で、行ったことがないが

聞いたことがあり行きたいという回答は、青森（ねぶた

祭りなど）12 名、秋田（竿灯祭り）13 名である一方で、

同じ東北夏祭りのある盛岡（さんさ踊り、南部鉄器、わ

んこそば）では 4 名であった。 
同じく弘前（桜祭り）は行ったことがないが聞いたこと

があり行きたいという回答は 10 名であった。それに対し

北上（展勝地の桜祭り）へは 8 名みられ、こちらはなか

なか健闘しているといえよう。 
また、久慈を舞台とした NHK 朝の連続テレビ小説「あ

まちゃん」は台湾でも放送されたのだが 10 名が行ったこ

とがないが聞いたことがあり行きたいと思っていた。 
質問 17での東北地方や岩手県への印象の自由記述では、

台湾と関係の深い場所への興味が高いことがわかった。 
 
5 おわりに 
 
今回、アンケート調査に協力いただいた人たちは、日本

へ何度も来て、東北地方や岩手県への訪問経験もある人

が少なくなかった。日本や日本以外の海外経験、日本で

の多くの地域の経験がある人たちも多いことから、こう

した人々のアンケート回答を分析することで、岩手県の

特徴をより教えてもらえるのではなかろうか。 
今回の「2014 年いわて花巻空港台湾便就航に関する調査報

告」シリーズでは、台湾の人からしばしば、もっと岩手県

や東北を台湾で PR してよいのではないかという意見を

もらっていた（原 2015a、原 2015b）。本稿のアンケー

ト調査で台湾メディアでの紹介が少ないことが指摘され

ており、これらをあわせて岩手県や東北の宣伝について

もっと検討していく必要を感じた。 
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